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左
下
の
図
面
は
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
の
１
階
・
２
階
で
す
。

　

施
設
内
は
、

①
富
良
野
市
博
物
館

②
生
涯
学
習
・
公
民
館
施
設

③
自
然
体
験
学
習
施
設

�月�日���������
生涯学習センターが旧富良野農業高校跡にオープ

ンします。

生涯学習センターは市民の生涯にわたる様々な学

習活動をサポートし、ふれあいの場を提供する施設

です。今月号は、生涯学習センターの施設と事業の

概要を紹介します。ここで紹介するのは活動の一部

ですので、今後市民のみなさんの自主的な活動によ

り、様々な活動を展開することができます。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は

何
が
あ
る
の
？
何
が
で
き
る
の
？

生涯学習センター施設

博物館①

生涯学習・公民館②

自然体験学習施設③

スポーツ施設④

事務・管理施設⑤

富良野の自然ジオラマ

クマゲラ
の採餌木
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テ
ー
マ
８
「
戦
後
の
あ
ゆ
み
」

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に「
収
蔵
展
示
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
昔
の
生
活
用
具
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

展
示
ホ
ー
ル
（
２
階
）

　

自
然
、
歴
史
、
文
化
等
に
関
す
る

特
別
展
示
、
企
画
展
示
の
開
催
に
使

用
し
ま
す
。
個
人
や
サ
ー
ク
ル
の
作

品
展
な
ど
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

資
料
閲
覧
室
（
２
階
）

　

自
然
・
歴
史
・
文
化
等
に
関
す
る

図
鑑
・
雑
誌
・
一
般
書
な
ど
を
閲
覧
・

学
習
で
き
る
施
設
で
す
。

体
験
学
習
室
（
１
階
）

　

昔
懐
か
し
い
伝
承
の
遊
び
を
体
験

し
た
り
、
自
然
・
歴
史
に
つ
い
て
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
て
学
習
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

生
涯
学
習
・
公
民
館

団
体
研
修
室
Ａ
・
Ｂ
（
１
階
）

　

各
種
団
体
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
会

議
・
研
修
会
・
練
習
な
ど
に
利
用
で

き
ま
す
。

研
修
室
Ａ
（
１
階
）・
研
修
室
Ｂ
（
２

階
）

　

各
種
の
講
座
・
講
演
会
・
研
修
会

な
ど
に
使
用
で
き
ま
す
。

④
ス
ポ
ー
ツ
施
設

⑤
事
務
・
管
理
施
設
の
５
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

次
に
、
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
順
に
施
設

と
事
業
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

富
良
野
市
博
物
館

常
設
展
示
室
（
１
階
・
２
階
）

　

常
設
展
示
は
８
つ
の
テ
ー
マ
を
設

定
し
て
展
示
し
ま
す
。

　

展
示
テ
ー
マ
は
、
１
階
に
、

テ
ー
マ
１
「
富
良
野
の
自
然
」

テ
ー
マ
２
「
富
良
野
の
あ
け
ぼ
の
」

テ
ー
マ
３
「
富
良
野
の
開
拓
」

　

２
階
に
は
、

テ
ー
マ
４
「
豊
か
な
森
と
産
業
」

テ
ー
マ
５
「
北
国
の
生
活
」

テ
ー
マ
６
「
富
良
野
の
大
正
・
昭
和
」

テ
ー
マ
７
「
教
育
の
あ
ゆ
み
」

博物館
　第６常設展示室

　第３常設展示室
　第２常設展示室
　第１常設展示室

博物館
　第４常設展示室
　第５常設展示室

研修室Ｂ

収蔵展示コーナー

展示ホール

調理実習室

資料閲覧室

生涯学習センター資料室

資料収蔵庫

体験交流室

多目的アリーナ
ロビー

休憩室

ふらの森の教室
体験学習室

食品加工実習室

事務室

団体研修室Ａ

研修室Ａ

体験交流準備室

団体研修室Ｂ

生涯学習センター２階

生涯学習センター１階

復元した昭和３０年代の民家
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博
物
館
の
事
業

◇
展
示
事
業

　
�
常
設
展
示

　
�
自
然
、
歴
史
、
文
化
等
に
関
す

　

る
特
別
展
や
企
画
展
の
開
催
な
ど

◇
教
育
普
及
事
業

　

野
外
自
然
観
察
会
な
ど
を
開
催
す

る
と
き
の
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
で

す
。
自
然
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
ビ
デ
オ
や
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
解

説
し
ま
す
。

　

ま
た
市
内
の
身
近
な
自
然
環
境
・

観
察
ポ
イ
ン
ト
に
関
す
る
展
示
や

「
ど
ろ
亀
先
生
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ

た
東
大
演
習
林
元
林
長
の
故
高
橋
延

清
先
生
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設

多
目
的
ア
リ
ー
ナ
（
１
階
）

　

屋
内
運
動
場
で
、
床
に
は
全
面
人

工
芝
を
貼
り
付
け
て
い
ま
す
。
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
フ
ッ

ト
サ
ル
（
屋
内
サ
ッ
カ
ー
）
な
ど
の

軽
ス
ポ
ー
ツ
や
各
種
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
ロ
ビ
ー
横
に
は
畳
敷
の
休

憩
室
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
主

な
事
業

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
は

次
の
５
つ
の
事
業
が
あ
り
ま
す
。

①
博
物
館
の
事
業

②
文
化
財
に
関
す
る
事
業

③
「
ふ
ら
の
森
の
教
室
」
の
事
業

④
生
涯
学
習
・
公
民
館
の
事
業

⑤
多
目
的
ア
リ
ー
ナ
や
野
球
場
等
を

利
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
事
業

調
理
実
習
室
（
２
階
）

　

料
理
講
習
会
、
試
食
会
の
開
催
や

年
中
行
事
、
季
節
に
合
わ
せ
た
料
理

の
手
作
り
体
験
な
ど
を
行
い
ま
す
。

食
品
加
工
実
習
室
（
１
階
）

　

地
場
農
畜
産
物
に
よ
る
ソ
ー
セ
ー

ジ
、
豆
腐
、
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
、
味
噌

作
り
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

体
験
交
流
室
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

資
料
室
（
２
階
）

　

自
然
の
素
材
を
生
か
し
た
木
工
ク

ラ
フ
ト
・
リ
ー
ス
づ
く
り
体
験
、
陶

芸
、
染
物
や
市
民
の
要
望
に
応
じ
た

体
験
講
座
を
行
い
ま
す
。

自
然
体
験
学
習
施
設

ふ
ら
の
森
の
教
室
（
１
階
）

　

自
然
、
歴
史
、
文
化
等
に
関
す
る

講
座
、
講
演
会
、
研
修
会
や
野
外
自

然
観
察
会
の
開
催
な
ど

◇
調
査
研
究
事
業

　
�
資
料
の
収
集

　
�
郷
土
学
習
資
料
の
発
刊

　
�
総
合
学
術
調
査
な
ど

暖房料
全日夜間午後午前使用時間・区分

施設名 ９時～２２時１８時～２２時１３時～１７時９時～１２時

基 本 使 用

料 の ３ 割

に 相 当 す

る額（１１月

１ 日 ～ 翌

年 ４ 月 末

日まで）

３,０００１,２００１,０００１,０００研修室Ａ

３,０００１,２００１,０００１,０００研修室Ｂ

３,０００１,２００１,０００１,０００団体研修室

３,０００１,２００１,０００１,０００体験交流室

６,０００２,４００２,０００２,０００食品加工実習室

６,０００２,４００２,０００２,０００調理実習室

６,０００２,４００２,０００２,０００展示ホール

１５０１００１００１００個人(市民)
多目的

アリーナ
３００２００２００２００個人(市外)

９,０００３,６００３,０００３,０００専用
※市・教育委員会・市内小中学校が主催する行事は使用料が免除されます。また教育・福祉団体などが
主催する行事や、教育委員会が特に必要と認めた場合は、使用料が減免・免除される場合があります。
※入場料・会費などを徴収する場合や飲酒を伴う場合の使用料は基本料金の５割増となります。
※商品の展示・即売などの営利行為のために使用する場合は、基本料金の１０割増となります。

所在地　〒079-1582

　　　　富良野市山部東21線12番地　

問い合わせ　�42－2407　�39-6161

ホームページアドレス

　　　　www.city.furano.hokkaido.jp/

＊博物館とふらの森の教室の利用時間

については、午前9時から午後5時まで

となっていますので、ご注意ください。

利用案内
利用時間　午前９時～午後10時

休館日　　年末年始

申し込み　直接センターの窓口までお

越しになるか、電話で予約してくださ

い。なお施設の利用料金は、申し込み時

ないしは利用日までにお支払いくださ

い（多目的アリーナは利用日にお支払い

いただきます）。

利  用  料  金

� ���������������������������

どろ亀先生のコーナー

調理実習室
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内　　　　　　　容事　　業　　名開催日程

オープン記念式典と記念講演会を開催します。オープン記念式典９月１日�　

高度成長期に向かう昭和２０～３０年代の暮らしを、子ど
もたちの生き生きとした表情を中心に、写真によって
振り返ります。

巡回展
「昭和のこどもたち」

９月１日�～

　９月１０日�

富良野出身であり、広告写真やフィルムディレクター
として日本の広告界をリードする操上和美氏の作品を
通して、写真家としての全体像に迫ります。

開館記念特別展
「操上和美の世界」

１０月１日�～

　１１月１０日�

ＳＴＶ「どさんこワイド」でおなじみの星沢幸子先生
を講師に迎え、地元の食材を使った料理教室を開催し
ます。詳しくは１１月号でお知らせします。

星沢幸子さん料理教室
「地元の野菜でクッキング(仮)」

１１月１７日�　

　
�
遺
跡
の
緊
急
発
掘
調
査

「
ふ
ら
の
森
の
教
室
」
の
事
業

◇
教
育
普
及
事
業

　
�
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
と
野
外
自

　

然
体
験
学
習

　
�
自
然
の
素
材
を
利
用
し
た
ク
ラ

　

フ
ト
、
リ
ー
ス
作
り
体
験

文
化
財
に
関
す
る
事
業

◇
文
化
財
保
護
事
業

　
�
文
化
財
保
護
思
想
の
啓
蒙

　
�
文
化
財
調
査
と
指
定

　
�
民
俗
文
化
財
の
保
護
と
育
成

◇
埋
蔵
文
化
財
保
護
事
業

　
�
埋
蔵
文
化
財
の
周
知
と
保
護

オープン記念事業

　
�
環
境
教
育
活
動

◇
展
示
事
業

　
�
市
内
の
身
近
な
自
然
環
境
・
観

　

察
ル
ー
ト
の
紹
介

　
�
ど
ろ
亀
さ
ん
メ
ッ
セ
ー
ジ

生
涯
学
習
・
公
民
館
の
事
業

①
体
験
学
習
講
座
等
の
各
種

講
座
講
演
会
の
開
催

②
成
人
・
高
齢
者
教
育

③
社
会
教
育
団
体
の
活

動
推
進

④
各
種
作
品
展
の
開

催多
目
的
ア
リ
ー
ナ
を

利
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
事

業
　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
、フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
等
）

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
開
催

建設中の市民球場
（平成１５年８月オープン予定）

多目的アリーナ

アクセスマップ
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平
成　

年
に
策
定
さ
れ
た
「
中
心
市
街
地
活

１３

性
化
基
本
計
画
」
を
受
け
て
、
今
年
３
月
に
土

地
区
画
整
理
事
業
の
都
市
計
画
決
定
を
し
た
駅

前
地
区
４
。
２
㌶
に
つ
い
て
、都
市
計
画
事
業
・

土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
条
例
が
市
議
会
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

駅
前
地
区
は
Ｊ
Ｒ
富
良
野
駅
を
中
心
と
し
て

広
が
る
中
心
市
街
地
の
中
で
、
主
に
商
業
地
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

市
民
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
モ
ー
タ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
、
郊
外
大
型
店
の
出
店
、

郊
外
居
住
型
へ
の
転
換
な
ど
か
ら
著
し
く
空
洞

化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

今
、
富
良
野
は
年
間
２
０
０
万
人
を
超
え
る

観
光
客
が
訪
れ
る
道
内
で
も
有
数
の
観
光
地
で

す
。
そ
の
玄
関
口
と
し
て
駅
前
地
区
の
果
た
す

べ
き
役
割
は
大
き
く
、
よ
り
一
層
の
機
能
の
充

実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
駅
前
広
場
と
道
路
、
公
園
な
ど

の
公
共
施
設
を
整
備
し
、
商
業
の
集
約
と
再
編

を
行
う
こ
と
で
よ
り
良
好
な
市
街
地
を
形
成

し
、
か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い
を
中
心
市
街
地
に
取

り
戻
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
本
市
の
自
然
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
資

源
の
情
報
提
供
や
体
験
支
援
な
ど
、
総
合
的
な

観
光
サ
ー
ビ
ス
（
観
光
客
活
動
の
活
性
化
）
の

充
実
を
図
る
た
め
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
整

備
し
ま
す
。
現
富
良
野
駅
を
「
ま
ち
の
駅
」
と

し
て
活
用
し
、
そ
の
た
め
の
駅
舎
の
移
転
、「
富

良
野
駅
の
橋
上
化
」を
図
る
調
査
を
始
め
ま
す
。

富
良
野
駅
の
橋
上
化

　

駅
前
地
区
再
開
発
事
業　
　

　
　
　
  
準
備
会
が
発
足
し
ま
し
た
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土
地
区
画
整
理
事
業

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
駅
前
の
通
過
交
通
を
排
除
し
、
車
両
交
通
の

　

円
滑
化
を
図
る
新
規
街
路（
朝
日
通
）の
整
備

②
交
通
結
節
点
の
機
能
強
化
、
交
通
の
安
全
性

　

の
確
保
が
図
ら
れ
た
富
良
野
の
顔
づ
く
り
の

　

た
め
の
駅
前
の
再
編
整
備

③
交
流
・
生
業
・
生
活
に
対
応
し
た
土
地
利
用

　

ゾ
ー
ン
ニ
ン
グ
と
主
要
３
施
設
の
ネ
ッ
ト
ワ

　

ー
ク
に
よ
る
拠
点
の
整
備

④
水
と
緑
に
囲
ま
れ
た
人
に
や
さ
し
い
環
境
づ

　

く
り
の
た
め
の
無
頭
川
モ
ー
ル
整
備

　

こ
れ
ら
を
核
と
し
な
が
ら　

年
度
に
事
業
認

１４

可
、
実
施
に
向
け
区
画
整
理
区
域
の
権
利
者
の

み
な
さ
ん
と
話
し
合
い
を
続
け
な
が
ら
再
配
置

の
意
向
や
関
係
機
関
と
の
調
整
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

再
開
発
事
業
準
備
会
の
発
足

　

土
地
区
画
整
理
事
業
が
行
わ
れ
る
駅
前
地
区

の
う
ち
、
相
生
通
、
東
２
条
通
、
無
頭
川
で
囲

ま
れ
た
街
区
に
つ
い
て
は
、
再
開
発
地
区
と
し

て
市
街
地
再
開
発
事
業
に
よ
る
整
備
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
と
ふ
ら
の
農
業
協
同
組
合

と
の
共
同
施
行
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
た
め

の
再
開
発
準
備
会
が
５
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

再
開
発
事
業
に
よ
る
施
設
は
、
温
水
プ
ー
ル

を
中
心
と
し
た
健
康
増
進
型
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
・
店
舗
・
住
宅
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
は
基
本
設
計
、
平
成　

、　

１４

１６

１７

年
度
の
２
か
年
で
建
設
を
行
う
予
定
で
す
。

富
良
野
駅
が
橋
上
駅
に

　

駅
の
橋
上
化
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
利
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
「
ポ
ッ
ポ
ブ
リ
ッ
ジ
」

に
駅
事
務
所
、
改
札
口
を
つ
く
り
、
そ
の
機
能

を
橋
上
に
移
転
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

駅
が
橋
上
化
さ
れ
る
と
東
西
ど
ち
ら
か
ら
で

も
橋
上
の
改
札
口
か
ら
直
接
ホ
ー
ム
に
乗
り
降

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
東
西
市
街
地
へ
の

連
絡
も
よ
り
便
利
に
な
り
ま
す
。

　

計
画
の
概
要
は
、
工
事
年
度
を
平
成　

、　
１５

１６

年
の
２
年
間
。
事
業
費
は
４
億
５
千
万
円
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道�
と
具

体
的
な
協
議
を
行
う
た
め
に
図

面
や
資
料
な
ど
の
作
成
を

行
い
ま
す
。
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党
、
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た
は

こ
れ
に
加
入
し
た
方

◆
受
験
手
続
き

�
申
込
用
紙
に
所
要
事
項
を
記
入
し
（
上

半
身
脱
帽
正
面
向
き
で
、
申
し
込
み
前
３

カ
月
以
内
撮
影
の
写
真
貼
付
）、１
部
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

②
検
定
・
免
許
・
資
格
等
以
外
の
特
技

（
手
話
日
常
会
話
・
英
会
話
な
ど
）
に
つ
い

て
は
、
申
込
用
紙
の
自
己
ア
ピ
ー
ル
欄
に

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
の
際
に
受

験
票
を
交
付
し
ま
す
。

③
申
込
用
紙
は
総
務
部
総
務
課
職
員
係
に

あ
り
ま
す
。

◆
受
付
期
間

　

８
月
1
日�
か
ら
８
月　

日�
ま
で
の

２２

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
土
･
日

曜
日
を
除
く
）

　

郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
８
月　

日�
２２

ま
で
の
着
信
に
限
る

◆
試
験
内
容

・
一
次
試
験
（
筆
記
試
験
）

①
高
校
・
短
大
卒
業
者
は
、
教
養
・
適
性

及
び
作
文
試
験
、
大
学
卒
業
者
は
教
養
・

専
門
（
行
政
）
及
び
論
文
試
験

富
良
野
市
職
員

◆
募
集
人
員
と
受
験
資
格

一
般
事
務
職
【
３
名
】

�
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

５１

方
で
大
学
卒
業
者
、
ま
た
は
平
成　

年
３

１５

月
卒
業
見
込
み
の
方

�
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

５３

方
で
短
期
大
学
卒
業
者
、
ま
た
は
平
成　
１５

年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方

�
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

５５

方
で
高
等
学
校
卒
業
者
、
ま
た
は
平
成　
１５

年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方

◆
居
住
要
件

　

採
用
後
、
富
良
野
市
内
に
居
住
が
可
能

な
方

◆
欠
格
事
項

①
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人

②
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執

行
を
終
わ
る
ま
で
の
方
、
ま
た
は
そ
の
執

行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
方

③
日
本
国
憲
法
施
行
日
以
後
に
、
日
本
国

憲
法
、
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府

を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政

�
肺
活
量
3
０
0
0�
以
上
で
結
核
性
疾

患
、伝
染
病
疾
患
、そ
の
他
疾
患
の
な
い
方

◆
資
格
要
件

　

大
型
自
動
車
の
運
転
免
許
を
有
す
る

方
。
た
だ
し
、
普
通
自
動
車
の
運
転
免
許

を
有
す
る
方（
平
成　

年　

月
ま
で
に
取
得

１５

１２

見
込
み
の
方
を
含
む
）
に
あ
っ
て
は
、
採
用

後
３
年
以
内
に
自
己
負
担
に
よ
り
大
型
自

動
車
の
運
転
免
許
取
得
を
条
件
と
す
る

◆
国
籍
要
件　

日
本
国
籍
を
有
す
る
方

◆
居
住
要
件

　

採
用
後
、
管
内
の
勤
務
地
に
居
住
が
可

能
な
方

◆
欠
格
事
項

　

市
職
員
の
欠
格
事
項
と
同
じ

◆
受
験
手
続
き

�
申
込
用
紙
に
所
要
事
項
を
記
入
し
（
上

半
身
脱
帽
正
面
向
き
で
、
申
し
込
み
前
3

カ
月
以
内
撮
影
の
写
真
貼
付
）、1
部
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

�
受
験
申
し
込
み
の
際
、
受
験
票
を
交
付

し
ま
す
。

�
申
込
用
紙
は
消
防
本
部
総
務
課
管
理

係
、
南
富
良
野
支
署
に
あ
り
ま
す
。

◆
受
付
期
間

　

市
職
員
の
受
付
期
間
と
同
じ

◆
一
次
試
験
の
日
時
と
場
所　

　

市
職
員
採
用
試
験
と
同
じ

○
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
総
務
課
管
理
係

�
２
３
‐
５
１
１
９
（
内
線　

）
３６

◆
一
次
試
験
の
日
時
及
び
場
所

・
と　

き　

９
月　

日�
22

　
　
　
　
　

午
前
８
時　

分
か
ら

４０

・
と
こ
ろ　

富
良
野
看
護
専
門
学
校

受
付
は
、
午
前
8
時
か
ら
8
時　

分
ま
で

30

○
問
い
合
わ
せ

総
務
課
職
員
係　
　
　
�
３
９
‐
２
３
０
０

富
良
野
地
区
消
防
組
合

◆
募
集
人
員
と
受
験
資
格

消
防
職
員
【
男
子　

３
名
】

・
勤
務
地　

富
良
野
市
・
南
富
良
野
町

�
富
良
野
市
（
２
名
）
昭
和　

年
4
月
2
日

57

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
高
等
学
校
卒
業
以
上

の
方
、
ま
た
は
平
成　

年
3
月
卒
業
見
込
み

15

の
方

�
南
富
良
野
町
（
1
名
）
昭
和　

年
4
月
2

53

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
高
等
学
校
卒
業
以

上
の
方
、
ま
た
は
平
成　

年
３
月
卒
業
見
込

１５

み
の
方

◆
身
体
要
件

�
身
長
１
６
０�
、
体
重　
�
以
上
、
胸
囲

５５

は
身
長
の
概
ね
半
分
以
上
、
握
力
（
左
右
と

も
）　
�
以
上
、
四
肢
関
節
に
障
害
等
が
な

３５

く
諸
機
能
が
正
常
で
あ
る
こ
と

�
視
力
（
矯
正
視
力
を
含
む
）
は
両
眼
で　
０.８

以
上
、
片
眼
の
視
力
が
そ
れ
ぞ
れ　

以
上
で

０.５

色
彩
識
別
の
完
全
な
者

�
聴
力
が
左
右
と
も
正
常
で
あ
る
こ
と

�
言
語
明
瞭
で
十
分
発
声
が
で
き
る
こ
と

平
成　

年
４
月
１
日
採
用

１５
職
員
採
用
試
験



広報ふらの　№４９１9

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

平
成　

年
８
月
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
全
国
の
市
町
村
と
都
道
府
県
を

１１

結
ぶ
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
以
下
「
住
基
ネ
ッ
ト
」）
が
今
月
か
ら
一
部

稼
働
し
、
来
年
の
８
月
か
ら
本
格
稼
働
す
る
予
定
で
す
。

住
基
ネ
ッ
ト
と
は

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
よ

り
、
一
人
ひ
と
り
の
住
民
票
に
重
複

し
な
い　

ケ
タ
の
数
字
か
ら
な
る

１１

『
住
民
票
コ
ー
ド
』が
付
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ー
ド
に
基
づ
き
、
全
国
の

市
町
村
や
国
の
行
政
機
関
な
ど
に
、

本
人
確
認
情
報
を
提
供
す
る
新
た
な

シ
ス
テ
ム
が
『
住
基
ネ
ッ
ト
』
で
す
。

　

市
町
村
と
都
道
府
県
、
全
国
セ
ン

タ
ー
（
指
定
情
報
処
理
機
関
）
を
、

専
用
の
通
信
回
線
で
結
び
、
法
律
で

決
め
ら
れ
た
事
務
に
の
み
情
報
提
供

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
住
基
ネ
ッ
ト
の
稼
働
に
よ

り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政

事
務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
『
住
民
票
コ
ー
ド
』
は
、
８
月
中
に

世
帯
ご
と
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
今

後
、
行
政
機
関
へ
届
出
・
申
請
の
際

に
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
）。

住
基
ネ
ッ
ト
で
こ
ん
な
こ

と
が
変
わ
り
ま
す

【
平
成　

年
８
月
５
日
以
降
順
次
実

１４

施
】

○
恩
給
の
受
給
や
資
格
登
録
の
行
政

手
続
の
際
、
住
民
票
の
写
し
の
添
付

が
不
要
と
な
り
ま
す
（
引
き
続
き
住

民
票
の
添
付
が
必
要
な
も
の
も
あ
り

ま
す
の
で
、
申
請
・
届
出
の
手
続
き

を
行
う
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
）。

【
平
成　

年
８
月
か
ら
実
施
予
定
】

１５

○
希
望
者
に
は
有
料
で
『
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
』（
写
真
な
し
か
写
真
付

の
２
種
類
）
を
発
行
し
ま
す
。
写
真

付
カ
ー
ド
は
、
身
分
証
明
書
と
し
て

も
利
用
で
き
ま
す
。

○
申
請
者
が
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

な
ど
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全

国
の
市
町
村
で
住
民
票
の
写
し
の
交

付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
と
、
転
入
・

転
出
の
手
続
き
が
簡
単
に
な
り
ま

す
。

個
人
情
報
の 

　

保
護
対
策
は

　

住
基
ネ
ッ
ト
は
、
住
民
の
大
切
な

個
人
情
報
を
取
り
扱
う
こ
と
か
ら
、

個
人
情
報
の
保
護
を
最
も
重
要
な
課

題
と
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
あ
た
っ
て

は
、
法
律
に
よ
る
厳
し
い
利
用
規
制

や
、
専
用
回
線
の
使
用
デ
ー
タ
の
暗

号
化
な
ど
高
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
よ

り
、
制
度
面
・
技
術
面
・
運
用
面
か

ら
万
全
の
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

 用 語 説 明

●住民基本台帳
　個人の氏名、生年月日、住所など、法律で定
められた項目を記録したものを住民票といい
ます。この住民票をまとめたものが住民基本台
帳です。
　住民基本台帳は、全国の各市町村で作成され
国民健康保険や国民年金、介護保険など、市町
村が行う各種行政サービスの基礎となってい
ます。

●本人確認情報
①氏名②生年月日③性別④住所⑤住民票コー
ド⑥住所を定めた事由（出生や転入）などの６
項目
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　　　　　 　　    �������　　　（単位：万円）

執行率％支出済額執行率％収入済額予算現額会　 計　 名

８２.１２１８,３６０８８.３２３４,９３７２６５,９５８国民健康保険

８９.３１０８,０６２９２.７１１２,０９７１２０,９８７介 護 保 険

９２.２３０６,１９９９３.１３０９,２１６３３２,１８７老 人 保 健

８１.３２,８５７８９.７３,１４９３,５１２公設市場事業

７０.４１２７,４４５６０.２１０８,９６４１８１,１１８下水道事業

９５.０１３,２９３９９.７１３,９５７１３,９９６簡易水道事業

�
�
�
�

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
道
か
ら
の
補
助
金
、
交
付
金

を
ど
の
よ
う
に
使
い
、
ま
た
市
の
財
政
状
況
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、

年
２
回
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成　

年
３
月　

日
現
在
（
下
半
期
）
の

１４

３１

状
況
で
す
。
景
気
の
低
迷
に
よ
り
、
関
係
す
る
歳
入
の
伸
び
悩
み
か
ら
、
極
め
て

厳
し
い
財
政
状
況
で
し
た
が
、
引
き
続
き
健
全
財
政
を
維
持
で
き
る
見
込
み
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

財
政
課
（�
３
９
‐
２
３
０
６
）

 　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
１
７
４

億
６
５
２
４
万
円
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
収
入
済
額
は
１
２

４
億
５
４
７
８
万
円
（
執
行
率　

・
７１

３
％
）、支
出
額
は
１
３
８
億
０
４
２

１
万
円
（
同　

・
０
％
）
と
な
っ
て

７９

い
ま
す
。
ま
た
、
不
足
分
は
、
一
時

借
入
金
で
補
て
ん
し
て
い
ま
す
。

　

出
納
閉
鎖
期
日
の
５
月　

日
ま
で

３１

に
国
庫
・
道
支
出
金
、
市
債
な
ど
の

歳
入
が
確
定
し
ま
す
が
、
引
き
続
き

健
全
財
政
が
維
持
で
き
る
見
込
み
で

す
。

　

当
初
予
算
額
は
１
４
６
億
１
８
５

６
万
円
（
う
ち
繰
越
明
許
費
８
億
８

８
５
６
万
円
）
で
し
た
。
こ
れ
ま
で

に　

億
４
６
６
８
万
円
を
増
額
補
正

２８
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
入
・
歳
出
、
予
算
現
額

及
び
支
出
・
収
入
額
は
、
平
成　

年
１２

度
繰
越
明
許
費
を
含
ん
だ
額
で
す
。

��
��
��
�

　

一
般
会
計
の
他
に
独
立
し
た
６
つ

の
特
別
会
計
が
あ
り
、
国
の
補
助
金

や
税
金
、
使
用
料
や
一
般
会
計
か
ら

繰
入
金
な
ど
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て

平
成　

年
度　

下
半
期

１３

��
��
��
�

い
ま
す
。

　

６
つ
の
会
計
の
当
初
予
算
額
は
、

８
４
億
２
９
４
０
万
円
（
う
ち
繰
越

明
許
費
８
４
０
万
円
）
で
７
億
４
８

８
１
８
万
円
を
増
額
補
正
し
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
予
算
現
額
は　
９１

億
７
７
５
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳入：収入済額１２４億５,４７８万円

������	
��
�������������

������

２億７６７３万円分担金及び負担金

２億６５１９万円地方消費税交付金

２億１６５０万円市債

１億９５７５万円使用料及び手数料

１億７７９６万円地方譲与税

１億２１０６万円繰入金

１億０３９３万円繰越金

８７３１万円利子割交付金

７２９７万円地方特例交付金

７０８２万円自動車取得税交付金

５９７４万円財産収入

１７９３万円ゴルフ場利用税交付金

２９０万円寄附金

２３９万円交通安全対策
特別交付金

９８万円国有提供施設等所在
市町村助成交付金

４６.６％５７億９,８０８万円地方交付税

１８.１％２２億５,５４６万円市税

８.７％１０億８,７６４万円国庫支出金

７.０％８億７,４５８万円諸収入

６.２％７億６,６８６万円道支出金

１３.４％１６億７,２１６万円その他
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��������������������

２１.７％２９億９,７８９万円民生費

１７.４％２３億９,６０１万円土木費

１３.７％１８億８,５０１万円教育費

１１.３％１５億６,２６６万円農林業費

９.１％１２億６,２７１万円総務費

９.１％１２億５,８８３万円衛生費

８.８％１２億１,２３６万円公債費

３.８％５億２,０７５万円消防費
２.３％３億１,３２５万円商工費
１.３％１億８,１７５万円議会費
１.１％１億５,１８４万円災害復旧費
０.４％６,１１５万円労働費

　

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
水
道
と
ワ
イ

ン
の
企
業
会
計
は
、
平
成　

年
３
月

１４

　

日
で
決
算
と
な
り
ま
す
。

３１
　

し
た
が
っ
て
、
下
表
（
企
業
会
計
）

の
額
は
決
算
予
定
額
と
な
り
ま
す
。

水
道
事
業
会
計
の
資
本
的
収
入
額
が

資
本
的
支
出
額
に
対
し
て
不
足
す
る

額
の
９
８
２
９
万
円
に
つ
い
て
は
、

消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
２
５
０

０
万
円
と
過
年
度
損
益
勘
定
留
保
資

金
７
３
２
９
万
円
で
補
て
ん
し
て
い

ま
す
。

　

ワ
イ
ン
事
業
会
計
の
資
本
的
収
入

額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
て
不
足

す
る
額
３
億
２
１
０
１
万
円
に
つ
い

て
は
、
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額

１
１
２
９
万
円
と
当
年
度
損
益
勘
定

留
保
資
金
３
億
０
９
７
２
万
円
で
補

て
ん
し
て
い
ま
す
。

�　����������　　（単位：万円）

執行率％
収入済額

予算現額会　計　名
支出済額

１０１.８４１,３１３４０,５７７収益的収支
水 道 事 業 ９８.６３７,９３８３８,４８９

１００.０５１,６９４５１,６９６資本的収支 ９９.９６１,５２３６１,５８０
１０２.２６３,２７３６１,９２６収益的収支

ワイン事業 ９４.６５８,１７０６１,４７９
１００.０１００１００資本的収支 ９４.０３２,２０１３４,２６９

市税総額：個人住民税、固定資産税（交付金は含まず）、軽自動車税、
たばこ税、都市計画税、入湯税で計算。人口及び世帯数は、平成１４年
３月３１日現在の住民基本台帳による。

��
��
��
�

主な事業
・地域イントラネット基 
　盤施設整備
・ごみ燃料化施設整備
・相生通歩道新設
・麓郷東環状線道路改良
　舗装
・東５条通道路改良舗装

・東雲通道路改良舗装

・金満緑地公園整備
・富良野小学校校舎改　
　築、大規模改修
・図書館システム導入
・生涯学習センター整備
・救助工作車導入
　（富良野地区消防組合事業）

一人当たり

固定資産税　　３８,６５３円

市民税　　　　３３,８６４円

市税総額　　　７８,４４７円

一世帯当たり

固定資産税　　９６,６００円

市民税　　　　８４,６３１円

市税総額　　 １９６,０５３円

市の財産

土　地 　　３,8９１,３２２�

建　物　  　 １９５,９３９�

山　林　    ６,8０２,０１８�

������
８億７,８４９万円財政調整基金
１億８,３９８万円減債基金
４,６０４万円地域振興基金

３億７,７４１万円地域づくり推進基金
１億５,０５６万円国際交流基金
３億０,７６０万円社会福祉基金
１億４,１１５万円国民健康保険給付基金

３５万円教育基金
２６７万円育英基金
１０１万円戸倉育英基金
６,９９７万円文化振興基金
３,５０４万円スポーツ基金

３億１,１３３万円農業振興基金
１,８３２万円森林自然愛護基金

６億８,１４５万円ワイン事業基金
５億８,９５６万円土地開発基金

９５９万円企業振興促進基金
１億０,０４２万円公共下水道基金
３億１,２９４万円開庁１００年事業基金
２,６５５万円介護保険給付準備基金

歳出：支出済額１３８億０,４２１万円

������������（単位：万円）
構成比%金　　額区　　　　分会計

２.６２７,２７８総 務 債

一　

般

３.０３１,４７８民 生 債
５.１５４,７３５衛 生 債
２０.１２１４,４０７農 林 債
４０.７４３３,９１２土 木 債
２.１２２,５７３消 防 債
１９.７２１０,７０２教 育 債
０.４４,３０８災 害 復 旧 債
４.７５０,６２０減 税 補 て ん 債
１.６１７,１２０臨時税収補てん債
１００１,０６７,１３３合　　　　　　計

特別会計：市場事業債（２５,４７０）、下水道事業債（５４８,２５９）、
簡易水道事業債（７９,３５８）、企業会計：上水道事業債（３４６,７７０）
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
み

 
な
さ
ん
が
日
ご
ろ
思
い
感
じ
て　
 

  
い
る
こ
と
や
、
意
見
・
提
言
･
質 

   
問
を
掲
載
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。   

    
手
紙
・
F
a
x
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
み 

      
な
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ  

           
さ
い
。

〒076-8555
富良野市弥生町1番1号
市役所企画振興課広聴広報係
Ｆａｘ23-2121
 E-
mail :koho@city.furano.
    hokkaido.jp

園！オートキャンプ場は、設備の
整ったスタンダードサイトとキャ
ンピングカーサイトがあり、広く
快適です。かなやま湖でのんびり
過ごしてみませんか。
�問 湖畔キャンプ場管理事務所
　�５２-３１３２（予約不要）
　オートキャンプ場管理棟
　�５２-２００２（要予約）

　���　
��������

������

　占冠村の特産品はおいしい山菜。
お近くのスーパーで購入できます。
いろいろな料理に使える大自然の味
をお楽しみください。
�問 山村産業振興公社　�５６-２１８４

と　き　８月２０日�火 
子ども盆踊り　午後６時３０分から
仮装盆踊り　　午後８時から
ところ　中富良野町役場駐車場
�問 観光協会　�４４-２１２１

�����

��������

��������	


　湖畔に広がるキャンプ場は、水
面に移る山並みと緑に覆われた広
大な敷地に、そよ風吹くまさに楽

�����

����������������	


��������	
��

と　き　８月１０日�土 午後３時から
ところ　島津球場特設会場
　こども盆踊り、風船割り大会、
十勝岳安全祈願祭など。勇壮な「ね
ぷた」と「子供会提灯行列」が町
内を練り歩きます。フィナーレは
花火大会。
�問 上富良野町商工会�４５-２１９１

�����

����������

　夏の最後を飾る納涼まつりでは
子ども盆踊り、団体仮装懸賞盆踊
り大会を開催します。参加してみ
ませんか。

の
意
向
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
（
お
答
え
し
ま
す
）

　

町
内
会
は
住
民
の
自
主
的
な
参
加

の
も
と
、
自
ら
が
住
む
地
域
は
自
ら

の
手
で
よ
り
住
み
や
す
く
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
と
し
て
も
高
齢
化
が
す
す
む

社
会
の
中
で
、
市
民
と
行
政
を
結
ぶ

パ
イ
プ
役
と
し
て
、
ま
た
住
み
よ
い

地
域
社
会
づ
く
り
に
向
け
、
地
域
の

自
主
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促

進
す
る
視
点
か
ら
、
地
域
活
動
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

広
報
の
配
布
と
内
容
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

幸　

町　

男
性

　

広
報
は
町
内
会
に
加
入
し
な
け
れ

ば
配
布
さ
れ
な
い
と
聞
き
ま
し
た
。

広
報
と
町
内
会
と
は
何
の
関
係
も
な

い
と
聞
い
て
い
る
の
で
す
が
、
な
ぜ

市
民
に
対
し
て
全
戸
配
布
さ
れ
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
で
は
市
政
・

行
政
は
住
民
に
対
し
て
広
く
周
知
さ

れ
ま
せ
ん
。
市
長
が
所
信
表
明
で
住

民
参
加
を
願
う
の
で
あ
れ
ば
、
全
住

民
に
対
し
て
配
付
す
る
べ
き
と
考
え

ま
す
。
ま
た
広
報
の
活
字
の
大
き
さ

や
ペ
ー
ジ
の
開
き
方
、
記
事
の
レ
イ

ア
ウ
ト
、カ
ッ
ト
、挿
絵
な
ど
に
も
っ

と
工
夫
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
い
つ

も
単
調
な
印
象
が
あ
り
、
内
容
以
前

に
つ
ま
ら
な
さ
が
残
り
、
た
だ
情
報

を
見
た
だ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市

　

こ
の
よ
う
な
趣
旨
の
も
と
、
本
市

で
は
と
な
り
近
所
の
顔
が
見
え
る
明

る
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
新
た
に

市
民
と
な
ら
れ
る
方
に
対
し
て
も
、

転
入
手
続
き
な
ど
の
際
に
町
内
会
活

動
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
広
報
の
配
布
に
つ
い
て
は
、
全

面
的
に
町
内
会
の
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
た
だ
し
町
内
会
未
加
入

の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
役
所
・

支
所
な
ど
最
寄
り
の
施
設
ま
で
取
り

に
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。一
部
、

町
内
会
未
加
入
の
高
齢
者
・
障
害
者
・

病
弱
の
方
で
、
市
の
施
設
が
近
く
に

な
い
方
に
つ
い
て
は
郵
送
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

願
い
ま
す
。

　

な
お
広
報
に
つ
い
て
は
、
職
員
が

地
域
に
出
向
き
、
住
民
情
報
を
取
り

入
れ
編
集
し
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
内
容
の
一
層

の
充
実
を
図
り
ま
す
の
で
、ご
意
見
・

ご
提
言
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

�
企
画
振
興
課

　
　
　
　
　
�
３
９
‐
２
３
０
４�

犬は正しく
　　　　飼いましょう
　犬の放し飼い、“ふん”
に関する苦情が増えてい
ます。こうしたことは犬の
せいではなく飼い主の責
任です。次のことを守り正
しく飼いましょう。
●散歩するときは飼い主
が責任をもって“ふん”を
処理しましょう。
●犬を制御できる人が引
き綱を持ち、人に危害を加
えないようにしましょう。
●つなぐときは2メートル
以内の丈夫な鎖でつなぎ、
犬が道路などに飛び出さ
ないようにしましょう。

保健課�３９－２２００
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�応募先　�076-8555　富良野市弥生町１番１号　市役所企画振興課　 ℡３９～２３０４　�２３～２１２１

　�ふれあい�やさしさ�感動を伝える写真テ ー マ

　市　民応募対象

　テーマが良く表現されていること。選考基準

　サービス判以上（採用された場合は写真のネガをお借りします）サ イ ズ

　8月16日�　※次号10月号は9月13日締め切り

　①住所②氏名（ふりがな）③年齢④電話番号⑤写真の「題名」及
　び簡単なコメントがあれば添えて持参、または郵送。

応募方法

　企画振興課・支所・カメラのサトー・カメラのフクシ・カメラの
　ヤスダ・写真のフタバ・写真工房ふらの・フォトセンターミムラ

提 出 先

　たて、よこ自由（ごく最近の写真）で応募してください。
　表紙は白黒印刷です。応募写真は返却しません。

そ の 他

　審査委員会を開催し採用作品を決定します。採用者には６ツ切写
　真をプレゼントします。

選 考

　��������	
��
�������

������

� � � � � � �
� � � � � � � ��
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●
定
期
休
館
日
（
毎
週
月
曜
日
）

　
　

５
・　

・　

・　

日

12

19

26

●
整
理
休
館
日

　
　
　

日　
30

（金）

 <一般書>
　黒喜劇…………………………阿刀田　高
　猫道楽…………………………長野まゆみ
　光る大雪………………………小檜山　博
　平成三十年（上・下）………堺屋　太一

<児童書>　　
　とべないほたる１０……………小沢　昭巳
　かまきりのかまくん…………高家　博成
　それはすばらしい
　　　　　なつのあるひ………新沢としひこ

※夏休みの自由研究用の図書も入りました。

※他にも新刊書をそろえていますので、お気
軽にお尋ねください。

ホームページで図書の検索ができます。
　　図書館のホームページ

　　http://pc3.furano-lib-unet.ocn.ne.jp/

�
�
�
�
�
�
�

■
趣
味
の
作
品
展

▼
高
数
後
法
子　

パ
ス
テ
ル
画
展

　

1
日�
〜　

日�
ま
で

１４

▼
柿
原
栄
子　

鉛
筆
画
展

　
　

日�
〜　

日�
ま
で

１５

３１

▼
北
海
道
の
山
の
花
写
真
展

　

２
日�
〜　

日�
ま
で

17

▼
チ
ロ
リ
ン
村
グ
ル
ー
プ
展

　
　

日�
１８

　
　

〜
9
月
１
日�
午
後
３
時
ま
で

��
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�

「長い通学路」赤阪義一さん撮影



14広報ふらの　２００２.８

ATCHING

　「ふらの博２００２」のオープニングイベ
ントとして６月２５日�、富良野緑峰高校
音楽室で行われ、高校生や市民約１００人
が富良野出身のビブラフォン奏者・浜田
均さん、ピアニストのフェビアン・レザ・
パネさんの演奏に耳を傾けました。
　「家に居る気分で聴いて」と浜田さん
のあいさつで始まった演奏会は、軽快な

トークとアットホームな雰囲気に包ま
れ、地元ゆかりの曲が披露されました。
　富良野高校・緑峰高校の先生との共演
もあり、高校を舞台にしたコンサートな
らではの交流も行われました。
　浜田さんの友人の青山雅弘さん（東
町）は「演奏者との距離が近く、一体感
を楽しめました」と話してくれました。

　一体感を楽しんだ ふらの博コンサート

　

７
月　

日�
、　

団
体
約
１
０
０
人
が
参
加

２１

１１

し
、
布
部
大
橋
か
ら
富
良
野
大
橋
ま
で
の
全
長

約　

㎞
の
川
下
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

１０

　

参
加
チ
ー
ム
は
タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー
ブ
と
コ
ン
パ

ネ
を
敷
い
た
自
作
イ
カ
ダ
を
川
に
浮
か
べ
、

オ
ー
ル
を
使
っ
て
進
ん
で
い
ま
し
た
。
中
に
は

楽
器
を
持
ち
込
み
水
上
ラ
イ
ブ
を
披
露
し
な
が

ら
下
る
チ
ー
ム
も
あ
り
、
普
段
と
は
違
う
川
か

ら
の
風
景
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

自
然
を
満
喫
、
１
０
０
人
が
川
下
り

第　

回
北
海
イ
カ
ダ
下
り

２７

　

空
知
川

ＩＮ
　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」月
間
に
合
わ
せ

た
７
月
２
日�
、
市
内
の
保
護
司
会
、
防
犯
協

会
な
ど
の
団
体
や
富
良
野
高
校
吹
奏
楽
部
、
約

２
０
０
人
が
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
行
は
非
行
や
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
こ
う
と
市
内
五
条
通
り
、
相
生
通
り
な
ど
を

パ
レ
ー
ド
。
青
少
年
の
健
全
育
成
と
非
行
防
止

を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

高
校
生
が
初
参
加

街
頭
パ
レ
ー
ド
に
２
０
０
人

　

青
少
年
の
非
行
防
止
を
呼
び
か
け
る



広報ふらの　№４９１15

　

７
月
７
日�
か
ら
９
月
８
日�
（
９
月
１
日

は
除
く
）
の
毎
週
日
曜
日
、
午
後
５
時
か
ら
物

産
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

夕
市
に
は
Ｊ
Ａ
女
性
部
、
富
良
野
青
果
セ
ン

タ
ー
、
で
あ
い
グ
ル
ー
プ
が
参
加
。
地
元
の
農

産
物
を
市
民
に
知
っ
て
も
ら
い
、
愛
用
し
て
も

ら
お
う
と
「
地
産
地
消
」
を
合
い
言
葉
に
直
売

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
と

も
に
富
良
野
の
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

買
い
物
に
訪
れ
た
石
崎
千
代
子
さ
ん（
本
町
）

は
「
地
元
で
取
れ
た
新
鮮
な
旬
の
食
材
を
安
心

し
て
買
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
対
面
販
売
で
買

い
物
も
楽
し
い
で
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

安
心
・
安
全
、
旬
の
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ

「
地
産
地
消

　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
夕
市

　

７
月
７
日�
、
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

先
週
か
ら
雨
で
順
延
に
な
っ
て
い
た
こ
の

日
、
会
場
に
は
子
供
服
、
婦
人
服
、
お
も
ち
ゃ
、

手
作
り
小
物
な
ど　

の
店
が
軒
を
連
ね
、
多
く

６１

の
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

個
性
的
に
店
を
構
え
商
品
販
売
に
工
夫
を
し
、

買
い
物
客
と
の
値
段
交
渉
に
も
応
じ
、
販
売
を

通
し
て
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
「
い
つ
も
楽
し
み
で
す
。子
供
服
は
す
ぐ
に
小

さ
く
な
る
の
で
、
こ
う
い
っ
た
場
所
で
見
つ
け

る
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
」
と
訪
れ
た
主
婦
の

方
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
が
楽
し
い

お
母
さ
ん
た
ち
の

　
　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

時
折
小
雨
の
７
月　

日�
、
山
部
中
央
公
園

１４

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
そ
ば
や
お
で
ん
、
焼
き
鳥
な
ど

の
飲
食
コ
ー
ナ
ー
、
お
も
ち
ゃ
、
ヨ
ー
ヨ
ー
つ

り
な
ど
の
遊
技
コ
ー
ナ
ー
、
物
産
品
試
飲
、
試

食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
軒
を
連
ね
、
訪
れ
た
多
く

の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
抽
選
会
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
ビ
ー

ル
、
牛
乳
の
早
飲
み
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
会

場
か
ら
声
援
と
拍
手
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

松
浦
澄
子
さ
ん
は
「
知
り
合
い
の
子
ど
も
た

ち
が
た
く
さ
ん
出
演
し
て
い
て
、
応
援
に
力
が

入
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
う

や
ま
べ
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　

７
月
９
日�
、
富
良
野
小
学
校
で
５
年
生
を

対
象
に
し
た
「
お
米
出
前
教
室
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
教
室
は
食
糧
事
務
所
の
職
員
が
講

師
に
な
り
米
の
大
切
さ
を
学
び
、
米
に
対
す
る

興
味
を
深
め
よ
う
と
い
う
の
が
ね
ら
い
。
初
め

に
食
糧
事
務
所
の
仕
事
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
後
、
も
ち
米
、
古
代
米
、
外
国
産
米
な
ど　
１０

種
類
の
米
の
も
み
す
り
と
精
米
作
業
を
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
水
分
量
な
ど
を
測
定
し
ま
し
た
。

　

ご
は
ん
が
大
好
き
と
い
う
鈴
木
桃
花
さ
ん

は
、「
も
ち
米
や
古
代
米
な
ど
色
々
な
お
米
を
機

械
で
精
米
し
た
り
、
観
察
で
き
た
り
し
た
こ
と

が
楽
し
か
っ
た
で
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

米
の
大
切
さ
を
学
ぶ

お
米
出
前
教
室
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▲プロフィール
　東京都出身
　麓郷市街在住
　富良野塾１５期生　

芝居の輪を広げていきたい

谷山　一也さん（３１）

高
校
の
新
入
生
歓
迎
会
で
演
劇
部
の
芝
居

　

高
校
の
新
入
生
歓
迎
会
で
演
劇
部
の
芝
居

を
見
ま
し
た
。
先
輩
が
輝
い
て
見
え
、
あ
こ

を
見
ま
し
た
。
先
輩
が
輝
い
て
見
え
、
あ
こ

が
れ
、
入
部
し
ま
し
た
。
し
か
し
す
ぐ
や
め

が
れ
、
入
部
し
ま
し
た
。
し
か
し
す
ぐ
や
め

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
失
敗
す
る
し
、

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
失
敗
す
る
し
、

怒
ら
れ
る
し
、
面
白
く
な
い
。

怒
ら
れ
る
し
、
面
白
く
な
い
。

ほ
ど
な
く
新
人
公
演
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

　

ほ
ど
な
く
新
人
公
演
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
の
拍
手
を
受
け
、
も

し
て
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
の
拍
手
を
受
け
、
も

の
す
ご
く
感
動
し
ま
し
た
。「
も
う
一
度
あ
の

の
す
ご
く
感
動
し
ま
し
た
。「
も
う
一
度
あ
の

拍
手
を
受
け
た
い
」。
そ
れ
を
求
め
、芝
居
づ

拍
手
を
受
け
た
い
」。
そ
れ
を
求
め
、芝
居
づ

く
り
に
没
頭
し
た
３
年
間
で
し
た
。

く
り
に
没
頭
し
た
３
年
間
で
し
た
。

高
校
で
い
っ
た
ん
芝
居
を
あ
き
ら
め
進
学

　

高
校
で
い
っ
た
ん
芝
居
を
あ
き
ら
め
進
学

し
ま
し
た
。で
も
１
年
と
我
慢
で
き
な
く
て
、

し
ま
し
た
。で
も
１
年
と
我
慢
で
き
な
く
て
、

学
校
を
辞
め
、
俳
優
養
成
所
で
芝
居
を
始
め

学
校
を
辞
め
、
俳
優
養
成
所
で
芝
居
を
始
め

ま
し
た
。
バ
イ
ト
と
芝
居
の
稽
古
、
時
折
テ

ま
し
た
。
バ
イ
ト
と
芝
居
の
稽
古
、
時
折
テ

レ
ビ
や
Ｖ
シ
ネ
マ
、
舞
台
の
仕
事
が
あ
り
ま

レ
ビ
や
Ｖ
シ
ネ
マ
、
舞
台
の
仕
事
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
に
は
６
年
間
在
籍
し
ま
し
た
。

し
た
。
そ
こ
に
は
６
年
間
在
籍
し
ま
し
た
。

当
時
、
百
貨
店
の
紳
士
服
売
場
で
バ
イ
ト

　

当
時
、
百
貨
店
の
紳
士
服
売
場
で
バ
イ
ト

を
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
う
ち
セ
ー
ル
、オ
ー

を
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
う
ち
セ
ー
ル
、オ
ー

ダ
ー
の
採
寸
、
仕
入
れ
ま
で
任
さ
れ
る
よ
う

ダ
ー
の
採
寸
、
仕
入
れ
ま
で
任
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
仕
事
が
お
も
し
ろ
く
な
っ
て
い
ま

に
な
り
、
仕
事
が
お
も
し
ろ
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
人
事
か
ら
「
正
社
員
と
し
て
働
い
て

し
た
。
人
事
か
ら
「
正
社
員
と
し
て
働
い
て

み
な
い
か
」
と
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

み
な
い
か
」
と
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

富
良
野
塾
に
は
以
前
か
ら
入
り
た
い
と

　

富
良
野
塾
に
は
以
前
か
ら
入
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。「
忍
耐
力
が
つ
い
た
今
な

思
っ
て
い
ま
し
た
。「
忍
耐
力
が
つ
い
た
今
な

ら
挑
戦
で
き
る
。
そ
し
て
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

ら
挑
戦
で
き
る
。
そ
し
て
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

に
落
ち
、
自
分
に
向
い
て
い
な
い
な
ら
や
め

に
落
ち
、
自
分
に
向
い
て
い
な
い
な
ら
や
め

よ
う
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
ろ
う
」
と
受
験

よ
う
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
ろ
う
」
と
受
験

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。　

期
生
と
し
て
合
格
。
そ
の
と

期
生
と
し
て
合
格
。
そ
の
と

１５１５

きき　

歳
、人
生
で
一
番
大
き
な
選
択
で
し
た
。

歳
、人
生
で
一
番
大
き
な
選
択
で
し
た
。

２６２６同
期
が

　

同
期
が　

名
。卒
塾
す
る
ま
で
の
２
年
間
、

名
。卒
塾
す
る
ま
で
の
２
年
間
、

２０２０

約約　

名
の
塾
生
が
寝
食
を
共
に
し
ま
し
た
。

名
の
塾
生
が
寝
食
を
共
に
し
ま
し
た
。

４０４０
昼
間
は
農
作
業
、
夜
は
倉
本
先
生
の
講
義
を

昼
間
は
農
作
業
、
夜
は
倉
本
先
生
の
講
義
を

受
け
ま
し
た
。
芝
居
の
こ
と
だ
け
を
考
え
、

受
け
ま
し
た
。
芝
居
の
こ
と
だ
け
を
考
え
、

打
ち
込
め
る
環
境
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
倉

打
ち
込
め
る
環
境
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
倉

本
先
生
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

本
先
生
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

塾
生
活
は
人
間
関
係
が
大
変
で
し
た
が
、

　

塾
生
活
は
人
間
関
係
が
大
変
で
し
た
が
、

卒
塾
公
演
で
み
ん
な
が
一
つ
に
な
っ
て
、
今

卒
塾
公
演
で
み
ん
な
が
一
つ
に
な
っ
て
、
今

は
家
族
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
良
い
と
き
も

は
家
族
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
良
い
と
き
も

悪
い
と
き
も
一
緒
だ
っ
た
仲
間
で
す
。

悪
い
と
き
も
一
緒
だ
っ
た
仲
間
で
す
。

６
月
に
卒
塾
後
２
、
３
年
の
若
手
で
、
自

　

６
月
に
卒
塾
後
２
、
３
年
の
若
手
で
、
自

主
公
演
「
人
生
最
後
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ー
」
木

主
公
演
「
人
生
最
後
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ー
」
木

戸
銭
ラ
イ
ブ
を
行
い
ま
し
た
。
木
戸
銭
方
式

戸
銭
ラ
イ
ブ
を
行
い
ま
し
た
。
木
戸
銭
方
式

は
挑
戦
で
し
た
。
先
に
利
益
が
読
め
な
い
、

は
挑
戦
で
し
た
。
先
に
利
益
が
読
め
な
い
、

人
数
の
把
握
が
で
き
な
い
な
ど
非
常
に
不
安

人
数
の
把
握
が
で
き
な
い
な
ど
非
常
に
不
安

で
し
た
。
チ
ラ
シ
を
配
り
、「
見
に
来
て
く
だ

で
し
た
。
チ
ラ
シ
を
配
り
、「
見
に
来
て
く
だ

さ
い
」
と
お
願
い
し
て
回
り
ま
し
た
。
多
く

さ
い
」
と
お
願
い
し
て
回
り
ま
し
た
。
多
く

の
方
に
助
け
て
い
た
だ
き
、
お
か
げ
さ
ま
で

の
方
に
助
け
て
い
た
だ
き
、
お
か
げ
さ
ま
で

公
演
は
成
功
し
ま
し
た
。
公
演
後
の
ア
ン

公
演
は
成
功
し
ま
し
た
。
公
演
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は
「
お
金
が
無
く
て
少
し
し
か
払

ケ
ー
ト
に
は
「
お
金
が
無
く
て
少
し
し
か
払

え
ま
せ
ん
が
、
見
に
来
る
こ
と
が
で
き
て
う

え
ま
せ
ん
が
、
見
に
来
る
こ
と
が
で
き
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
高
校
生
か
ら
の
感
想

れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
高
校
生
か
ら
の
感
想

が
あ
り
、や
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

が
あ
り
、や
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

公
演
を
通
し
て
、
富
良
野
塾
や
『
北
の
国

　

公
演
を
通
し
て
、
富
良
野
塾
や
『
北
の
国

か
ら
』
で
育
ま
れ
た
演
劇
文
化
の
高
ま
り
の

か
ら
』
で
育
ま
れ
た
演
劇
文
化
の
高
ま
り
の

中
で
、
こ
こ
に
は
多
く
の
チ
ャ
ン
ス
を
受
信

中
で
、
こ
こ
に
は
多
く
の
チ
ャ
ン
ス
を
受
信

し
や
す
い
環
境
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
逆
に

し
や
す
い
環
境
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
逆
に

発
信
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

発
信
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

「
富
良
野
に
は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

　
「
富
良
野
に
は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

あ
り
ま
す
。
一
体
感
と
感
動
を
共
有
す
る
芝

あ
り
ま
す
。
一
体
感
と
感
動
を
共
有
す
る
芝

居
づ
く
り
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
人
と
の

居
づ
く
り
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
人
と
の

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、
楽
し
い
芝
居
の
輪

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、
楽
し
い
芝
居
の
輪

を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
谷
山
さ
ん
は

を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
谷
山
さ
ん
は

語
り
ま
す
。

語
り
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
演
出
家
・
俳
優
の
串
田
和
美
さ

　

こ
の
ほ
ど
演
出
家
・
俳
優
の
串
田
和
美
さ

ん
の
「
串
田
ワ
ー
キ
ン
グ

ん
の
「
串
田
ワ
ー
キ
ン
グ　

北
海
道
」
に
合

北
海
道
」
に
合

ｉｎｉｎ

格
さ
れ
た
谷
山
さ
ん
。
新
た
な
挑
戦
も
始

格
さ
れ
た
谷
山
さ
ん
。
新
た
な
挑
戦
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
い
芝
居
づ
く
り
を
め

ま
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
い
芝
居
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

ざ
し
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

公演「人生最後のアウトドアー」から
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ブーンブーン�
渡邊　 陸 斗   さん　１歳９カ月（東山）

りく と

将来はサッカー選手�
平山　 隼 丞   さん　1歳２カ月（西町）

しゅん すけ

　

��������
����������

　「音楽を通して、子どもたちが心豊かな人間性を養うとともに未

来に明るく、力強い希望を持ってほしい」と話される富良野ジュ

ニアアンサンブル代表の佐藤百合也さん。

　メンバーは３歳の幼児から１８歳までの３０名。バイオリンを中心

とした弦楽合奏を行い、月一回の練習会、中央公民館祭りや文化

祭への参加、自主公演「森の演奏会」などの活動をしています。

　「合奏は一人ひとりが相手を思いやる心が大切です。思いやりの

気持ちが一つになって初めてハーモニーが生まれます。聴く人は

感動を覚え、子どもたちにはそれが喜びとして蓄積されます」

　９月８日�午後には布礼別で自主公演の「森の演奏会」が行わ

れます。自然の中で子どもたちが素敵なハーモニーを奏でます。

ぜひ森の中をのぞいてください。詳しくは問い合わせを。

プロフィール
会員数　３０名
代表者　佐藤百合也さん
活動日　月１回。不定期
連絡先　藤田シゲ子さん
　　　　�２３-２０７４　

笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、

　
　

心
を
大
切
に
し
た
看
護
を 国枝 若菜さ国枝　若菜さんん(２３) 東麓郷(２３)　東麓郷

富良野協会病院富良野協会病院

　

２
年
目
の
看
護
師
。
外
科
、
整
形
外
科
の
病

棟
で
清
拭
、
点
滴
、
検
査
な
ど
、
日
々
患
者
さ

ん
の
身
の
回
り
の
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
あ
っ
と
い
う
間
の
１
年
。仕
事
を
覚
え
る
の

で
一
杯
一
杯
で
し
た
。
よ
う
や
く
不
規
則
な
勤

務
を
含
め
仕
事
に
も
慣
れ
、
患
者
さ
ん
に
ど
う

接
し
、
処
置
を
す
れ
ば
良
い
か
、
一
番
の
方
法

を
考
え
、行
動
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
」

　

２
歳
違
い
の
姉
の
影
響
を
受
け
、
同
じ
ナ
ー

ス
を
選
ん
だ
国
枝
さ
ん
。「
患
者
さ
ん
が
元
気
に

な
っ
て
、
退
院
の
と
き�
あ
り
が
と
う�
と
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
の
一
言
が
本
当

に
う
れ
し
い
で
す
」
と
喜
び
を
話
さ
れ
ま
す
。

　
「
入
院
中
は
様
々
な
ス
ト
レ
ス
が
あ
り
ま
す
。

看
護
技
術
や
能
力
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
患
者

さ
ん
の
心
の
ケ
ア
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

声
を
か
け
、
笑
顔
は
絶
や
さ
な
い
よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
」
と
国
枝
さ
ん
。
そ
の
素
敵
な
笑
顔

で
患
者
さ
ん
の
心
を
い
や
し
て
く
だ
さ
い
。

�６月に
行われた
公民館祭
りではシ
ニアの部
と共演し
ました
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や
飲
み
過
ぎ
を
防
ぐ
。

③
週
に
２
日
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
全

く
飲
ま
な
い
「
休
肝
日
」
を
つ
く

る
。

④
濃
い
お
酒
は
薄
め
て
飲
む
。

チ
ャ
ン
ポ
ン
飲
み
は
さ
け
る
。

⑤
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
の
タ
バ
コ

は
、
タ
バ
コ
の
害
を
増
大
さ
せ
、

が
ん
を
発
生
し
や
す
く
す
る
た
め

禁
物
。

⑥
肝
臓
の
処
理
能
力
は
適
量
の
ア

ル
コ
ー
ル
で
３
時
間
か
か
る
た
め

深
夜
ま
で
飲
ま
ず
二
日
酔
い
を
防

ぐ
。

⑦
寝
酒
の
習
慣
は
、
肝
臓
を
弱
ら

せ
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
に
も
つ
な

が
る
の
で
気
を
つ
け
る
。

富
良
野
医
師
会

寝
た
き
り
・
痴
呆
・
介
護
状
態
を

予
防
で
き
る
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

高
齢
者
の
転
倒
の
多
く
は
、
年

を
重
ね
る
こ
と
（
加
齢
）
と
運
動

不
足
に
よ
り
身
体
全
体
の
運
動
・

感
覚
の
働
き
が
衰
え
、
２
本
の
脚

で
し
っ
か
り
立
っ
て
歩
く
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
た
と
き
に
起
こ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら

し
っ
か
り
身
体
を
動
か
す
生
活
習

慣
を
身
に
つ
け
、
無
理
な
く
楽
し

い
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
る
こ

と
が
、
身
体
の
機
能
の
衰
え
を
和

ら
げ
、
転
ば
な
い
、
骨
折
し
な
い
、

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
の
身

体
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま

た
、虚
弱
な
高
齢
者
の
た
め
に
は
、

転
倒
し
た
と
き
の
衝
撃
を
和
ら
げ

る
ヒ
ッ
プ
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
（
装
身

具
）
も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

理
事　

渡
部　

秀
雄

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



　

高
齢
者
の
骨
は
若
い
人
に
比
べ

て
も
ろ
く
な
っ
て
い
る
た
め
に
、

わ
ず
か
な
外
力
で
骨
折
し
、
治
り

が
遅
い
の
が
特
徴
で
す
。
し
か
し

高
齢
者
の
骨
折
が
治
ら
な
い
と
い

う
の
は
間
違
い
で
す
。　

〜　

歳

８０

９０

代
の
人
で
も
正
し
く
診
断
を
受
け

て
適
切
な
治
療
（
手
術
や
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
含
む
）
を

行
え
ば
治
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。「
高
齢
者
の
骨
折
は
治
ら
な

い
」
と
い
う
思
い
こ
み
が
悪
い
方

へ
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

高
齢
者
の
骨
折
で
特
に
問
題
に

な
る
の
は
、
も
も
の
つ
け
根
の
骨

折
（
大
腿
骨
頚
部
骨
折
）
で
す
。

そ
の
理
由
は
、
治
る
の
に
時
間
が

か
か
り
、
そ
の
間
安
静
に
し
て
い

る
こ
と
で
、
元
々
あ
っ
た
病
気
が

悪
化
し
た
り
、
新
た
な
病
気
や
痴

呆
状
態
が
起
き
る
こ
と
が
あ
る
か

ら
で
す
。
こ
の
骨
折
の
原
因
の
９

割
が
「
転
倒
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

転
倒
を
予
防
す
る
こ
と
で
骨
折
・

健
康
一
口
メ
モ

�
�
�
�
�
�
��
�

保

健

師

お
元
気
で
す
か

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

��������	
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ビール大なら１本

日本酒なら１合
ウイスキーならダブル1杯

�
３時間で処理
（２倍が適量）

（体重60k～70㎏の人の処理能力）

　

夏
の
暑
さ
で
お
酒
も
す
す
み
、

つ
い
つ
い
飲
み
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん

か
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
単
に
酔
う
だ
け

で
は
な
く
、
人
と
の
交
際
の
潤
滑

油
に
な
っ
た
り
、
ス
ト
レ
ス
解
消

の
手
段
で
あ
っ
た
り
と
効
能
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
上
手
に
飲
め
ば
、

心
身
と
も
に
よ
い
影
響
を
も
た
ら

し
ま
す
が
、
適
量
を
越
え
て
飲
み

す
ぎ
る
と
生
活
習
慣
病
を
は
じ
め

心
身
に
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。

●
飲
み
上
手
に
な
る
コ
ツ
８
か
条

『
今
日
も
元
気
だ
お
酒
が
う
ま
い
』

『
二
日
酔
い
・
悪
酔
い
で
酒
は
二
度

と
飲
み
た
く
な
い
』
そ
れ
を
選
ぶ

の
は
あ
な
た
次
第
で
す
。
上
手
に

飲
む
コ
ツ
を
つ
か
ん
で
楽
し
く
健

康
的
に
飲
み
ま
し
ょ
う
。

①
適
量
（
個
人
差
が
あ
り
ま
す
が

ビ
ー
ル
な
ら
大
び
ん
１
本
、
日
本

酒
な
ら
１
合
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら

ダ
ブ
ル
１
杯
程
度
）
を
守
り
自
分

の
ペ
ー
ス
で
飲
む
。

②
空
腹
を
さ
け
、
食
べ
な
が
ら
飲

む
こ
と
で
胃
粘
膜
を
保
護
し
血
中

ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
の
急
激
な
上
昇
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　各館の主な行事をお知らせします。詳しい内容や時間

などは各館にお問い合わせください。

��������	
��
　市内には5つの児童館（児童センター）があり、だれ
でも自由に利用することができます。
�開館時間　月～金曜日は午後１時～午後５時
　　　　　　土曜日・夏休み期間中は
　　　　　　　　　　　　午前１０時～午後５時
　　詳しくは、各館にお問い合わせください。

�22-3370１３̃８緑 町緑 町 児 童 館
�23-4804２７̃１北の峰町北 の 峰 児 童 館
�23-2977２ ３̃３西 麻 町麻町児童センター
�22-3792２ ４̃１桂 木 町桂木児童センター
�23-5129１３̃１錦 町東部児童センター

停
泊
の
軍
艦
暑
し
ナ
ポ
リ
湾　
　
　
　
　
　

篠
田　

瞳

海
の
日
の
大
き
く
ひ
ろ
ぐ
今
朝
の
空　
　
　

西
田　

泰
子

運
筆
の
ひ
び
き
な
め
ら
か
青
簾　
　
　
　
　

矢
倉　

雪
子

 
亡  
父 
の
世
の
焼
酎
看
板
蔵
涼
し　
　
　
　
　

岩
田　

美
雪

ち 

ち

旅
人
の
去
り
て
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
匂
ふ
か
な　

山
田
ク
ニ
子

 
向
日
葵 
の
丘
駈
け
空
を
駈
け
ゆ
け
り　
　
　

森　

美
代
子

ひ

ま

わ

り

マ
ネ
キ
ン
の
赤
き
装
い
歩
を
止
め
る

異
状
な
し
と
の
診
断
の
午
後　
　
　
　
　
　

坂
東　

節
子

握
力
の
衰
え
し
る
き
蛇
口
を
ば

回
し
残
す
か
ぽ
と
り
落
ち
く
る　
　
　
　
　

岡
本　

静
子

子
等
帰
り
ゆ
っ
た
り
揺
れ
る
ブ
ラ
ン
コ
に

夕
陽
き
ら
め
き
影
も
ゆ
れ
て
る　
　
　
　
　

野
口　

光
吉

気
を
弾
み
ラ
ベ
ン
ダ
の
束
作
り
つ
つ

老
人
な
る
を
一
時
忘
る　
　
　
　
　
　
　
　

天
地
ハ
ツ
エ

合
宿
よ
り
帰
り
来
し
孫
山
も
り
の

飯
う
ま
さ
う
に
食
ぶ
る
を
眺
む　
　
　
　
　

伊
藤　

静
子

◆
富
良
野
市
へ             

▽
佐
々
木　

清
（
弥
生
町
3
〜
１
１

１
）
金
5
万
円

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▽
佐
藤
ヒ
ロ
子
（
末
広
町　

〜　

）
金

１０

１９

3
万
円　

▽
田
中　

徳
雄（
栄
町　

〜
１１

１
）
金
３
万
円　

▽
大
谷　

文
介
（
西

町
２
〜
１
２
５
）金
5
万
円　

▽
諏
訪

間
定
子
（
老
節
布
北
進
）
金
3
万
円　

▽
中
元　

昌
則
（
老
節
布
北
進
）
金　
10

万
円

▽
中
村　

ヨ
シ
（
桂
木
町
４
〜
１
５

８
）
金　

万
円　

▽
佐
々
木　

清
（
弥

１０

生
町
３
〜
１
１
１
）金
5
万
円　

▽
木

村　

章
子
（
学
田
一
区
）
金
5
万
円　

▽
和
田　

正
一
（
南
麻
町
８
〜
１
）
金

3
万
円　

▽
板
垣　

敏
明（
北
の
峰
町

６
〜
７
）金
3
万
円　

▽
時
田　

正
美

（
下
五
区
）
金
5
万
円　

▽
大
西　

す

ず
（
東
町
３
〜
５
）
金　

万
円　

▽
宮

10

元
キ
ク
ヱ
（
老
節
布
北
進
）
金　

万
円

20

▽
糠
谷　

淳
一
（
山
部　

町
内
）
金
７

13

万
円　

▽
高
瀬　

ヨ
ネ（
桂
木
町
２
〜

　

）
金
３
万
円

２１◆
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

▽
高
田　

滋
（
山
部
北
星
）
薬
箱
・
手

提
げ
金
庫　

▽
宮
元　

吉
光（
山
部
中

央
）山
部
美
空
澱
粉
工
場
印
絆
天　

▽

池
田　

幸
市
（
山
部
北
星
）
手
廻
し
グ

ラ
イ
ン
ダ
ー
・
カ
ー
ト
・
杵　

▽
高
嶋

歩
美
（
山
部　

町
内
）
玩
具
３
点　

▽

10

高
橋　

富
（
札
幌
市
）
山
小
屋
模
型
・

帽
子
・
亀
の
置
物
７
点
・
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
・
亀
の
切
手
・
年
賀
状
イ
ラ
ス

ト　

点
・
書
籍
８
点

１１

《
敬
称
略
》

チャレラン大会
七夕祭り

　2日
　7日

8月
8月

緑 町 児 童 館

七夕祭り
ポプリづくり

　7日
  ３１日

8月
8月

北の峰児童館

七夕祭り
夏休みお楽しみクッキング

　7日
12日

8月
8月

麻 町
児童センター

七夕祭り
フェルト手芸

　7日
１～
3日

8月
8月

桂 木
児童センター

七夕祭り
夏休み工作作り

　7日
12～
１４日

8月
8月

東 部
児童センター

�入場料　無料（ふらのワインロゼ・ぶどう
　　　　　果汁は無料。食べ物は会場で販売します）
�販売品　牛肉・野菜・おにぎり・うどん・イモだんご・
　　　　　スイートコーン・特産品など
�催し物　各種模擬店や餅まき、子ども向けのイベント、　
　　　　　お楽しみ抽選会など
�送　迎　
    JR富良野駅前・スポーツ
センターから連絡バスが運
行します。山部・東山・麓
郷などからも連絡バスが運
行します。詳しくはお問い
合わせください（会場へは
敷物を持参ください）。

��
と

き

と　

き　
�
�
�
���
��
��
����
午
前

時
〜
午
後
２
時

　
　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
２
時

１１１１

��
と
こ
ろ

と
こ
ろ　

富
良
野
ぶ
ど
う
ケ
丘
公
園

富
良
野
ぶ
ど
う
ケ
丘
公
園

��
��
��
�

��
��
��
�

�
�
�
�
��
�
�
	


�

�
�
�
�
��
�
�
	


�

��
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�



電話番号案内
�４２-２１２１山部支所
�２７-２１２１東山支所
�２２-３００５図書館
�４２-２４０７生涯学習センター
�２３-３５４５文化会館
�２３-３２９２スポーツセンター
�２３-５１１９消防本部
�３９-２２００保健センター
�３９-２２１１福祉課
�２２-２００１老人福祉センター
�２３-６９８１勤労青少年ホーム
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電話番号案内
�４２-２１２１山部支所
�２７-２１２１東山支所
�２２-３００５図書館
�４２-２４０７生涯学習センター
�２３-３５４５文化会館
�２３-３２９２スポーツセンター
�２３-５１１９消防本部
�３９-２２００保健センター
�３９-２２１１福祉課
�２２-２００１老人福祉センター
�２３-６９８１勤労青少年ホーム

相談日程 一人で悩まず、困ったときは気軽に
ご相談ください。

　

予
防
接
種
法
が
改
正
さ
れ
風
し
ん

予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
方
の
経

過
措
置
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ

さ
い
。

◆
対
象
者　

昭
和　

年
4
月
2
日
〜

54

昭
和　

年　

月
1
日
の
間
に
生
ま
れ

62

10

た
方
で
、
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種（
ま
た
は
M
M
R
ワ
ク
チ
ン
接
種
）

を
受
け
て
い
な
い
方
（
既
に
風
し
ん

に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る
る
方
は
除

く
）

◆
申
込
方
法　

健
康
保
険
証
な
ど
住

所
・
氏
名
・
年
齢
が
確
認
で
き
る
も

�39-2301
市民相談室
9:00̃17:00

月曜日～金曜日
相続･離婚・交通事故・金銭・
セクハラなどをめぐる問題日常市民相談

�39-2301
市民相談室
10:00̃16:00

8/１9�・9/2�
 行政相談委員 山下正秋

国や道の仕事への苦情や
要望など行 政 相 談

�39-2301
市民相談室
11:00̃14:00

8/１1�
  岡部信之弁護士

弁護士（旭川弁護士会）に
よる専門相談無料法律相談

�39-2301
市民相談室
10:00̃15:00

８/9�
税務相談官

税務相談官による国税に
関する相談税 務 相 談

�39-2301
市役所ロビー
9:30̃15:00

8/9�
旭川社会保険事務所相談担当者

年金・保険などに関する
相談社会保険事務相談

�39-2255
�39-2213

保健センター 2F
いちい 
8:45̃17:15

月曜日～金曜日
(介護保険課）

在宅介護など高齢者に関
する相談高齢者介護相談

�23-3525
（相談専用）

文 化 会 館
9:00̃16:00月曜日～金曜日

いじめ・非行など子どもの
教育に関する電話相談教育何でも相談

�39-2223保健センター 2F
9:00̃16:00

月曜日～金曜日
(児童家庭課）

子育て、児童（虐待・不登
校など）に関する相談家庭児童相談

�39-221７
（相談専用）

いちい
9:00̃1７:00日曜日～金曜日

福祉・生活・金銭・就労な
ど日常生活に関わる問題ふれあい相談

８月は市道民税・国保税・介護保険料２期の納期です

保
健
課
 �
3
9
‐
２
２
０
０

予 防予　防

　

〜　

歳
の
方
へ

14

23

風
し
ん
の
予
防
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う

社
会
教
育
課
 �
２
３
‐
３
５
４
５

推
せ
ん
し
て
く
だ
さ
い

優
良
青
年
表
彰

表 彰表　彰

　

青
年
活
動
や
社
会
活
動
及
び
家
庭

生
活
で
他
の
模
範
と
な
る
方
を
表
彰

し
ま
す
。
町
内
会
・
職
場
・
団
体
な

ど
を
通
じ
て
青
年
の
推
せ
ん
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
推
せ
ん
の
基
準

　

昭
和　

年
４
月
１
日
か
ら　

年
３

４６

５８

月　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
市
に

３１
３
年
以
上
居
住
し
過
去
５
年
間
法
律

上
の
罰
則
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

（
交
通
違
反
に
関
す
る
罰
則
は
３
年

間
）
で
次
に
該
当
し
、
他
の
模
範
と

な
る
方
。

①
勤
労
意
欲
に
富
み
向
上
心
と
研
究

心
が
お
う
盛
な
青
年

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
し

て
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
青
年

③
家
庭
生
活
及
び
職
場
で
誠
実
さ
が

認
め
ら
れ
る
青
年

④
青
年
関
係
団
体
な
ど
の
発
展
向
上

に
貢
献
し
て
い
る
青
年

⑤
生
活
改
善
や
産
業
技
術
の
向
上
な

ど
に
努
力
し
て
い
る
青
年

⑥
体
育
、
文
化
、
芸
術
な
ど
の
向
上

に
努
力
し
て
い
る
青
年

◆
推
せ
ん
期
限　

９
月
２
日�
ま
で

◆
そ
の
他　

推
せ
ん
書
は
文
化
会

館
、
山
部
・
東
山
支
所
に
あ
り
ま
す
。

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
２
級
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

◆
と　

き　
　

月
7
日�
〜　

月　

10

11

１5

日�
ま
で
の
間
の
平
日　

日
間

20

◆
定　

員　
　

名
３０

◆
受
講
料　

3
万
円
（
テ
キ
ス
ト
６

８
0
0
円
が
別
途
必
要
）

◆
対
象
者

　

歳
以
上　

歳
未
満
で
休
ま
ず
受
講

１８

６０

で
き
る
方

◆
申
込
期
限　

８
月　

日�
ま
で

３０

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

福
祉
を
担
う

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

住
民
講
座

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

 �
２
２
‐
２
６
１
９

講 座講　座

の
と
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
の
上
、

保
健
課
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
郵
送
で
申
し
込
む
場
合
は
必
要

な
も
の
の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
保
健
課

ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
中
学
3
年
生
は
学
校
を
通
じ
て
取

り
ま
と
め
ま
す
。

◆
申
込
期
限　

8
月　

日�
ま
で

26

○
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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タ
レ
ン
ト
養
成
の
場
で
は
な
く
、

シ
ア
タ
ー
ゲ
ー
ム
や
ダ
ン
ス
、
即
興

劇
な
ど
の
講
義
で
楽
し
く
、
真
剣
に

五
感
を
磨
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
対　

象　

小
学
４
年
生
以
上

◆
稽　

古　

毎
週
日
曜
日　

午
後
２

時
〜
４
時

◆
費　

用　

４
千
円
（
月
額
）

◆
講　

師　

六
条
寿
倖
氏
（
富
良
野

塾
O
B
）・
川
口
淳
一
氏
（
劇
団
休
憩

時
間
主
宰
）
ほ
か

◆
申
込
先　

ふ
ら
の
演
劇
工
房

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ふ
ら
の
演
劇
工
房

 �
２
２
‐
３
８
０
０

富
良
野
演
劇
ア
カ
デ
ミ
ー

平
成　

年
度

１４

新
入
生
募
集

演 劇演　劇

　

健
康
づ
く
り
ガ
イ
ド
で
お
知
ら
せ

し
て
い
た
日
程
が
変
わ
っ
て
い
ま
す

の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
児　

平
成　

年
６
・　

月
、

11

12

平
成　

年
６
・　

月
生
ま
れ

12

12

◆
変
更
後
の
日
程　

8
月　

日�
３０

午
前
9
時
〜　

時　

分

10

30

※
歯
科
診
察
の
あ
る
方
は
９
時　

分
４０

ま
で
に
受
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

��������	�������������������	�����������
納税は便利な口座振替で！

ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふらららららららららららららららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののののののののののののののの産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産ををををををををををををををををををををををををををををををををを食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食べべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよううううううううううううううううううううううううううううううううう
ふらの産の旬情報

を

毎月お知らせ
します

午
前　

時　

分
〜
午
後
３
時

１０

３０

◆
と
こ
ろ　

看
護
専
門
学
校

◆
内　

容　

模
擬
店
・
子
ど
も
の
広

場
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
・
露
天
・

こ
っ
こ
ク
ラ
ブ

（
妊
婦
体
験
・
沐

浴
・
避
妊
用
具
展

示
な
ど
）・
お
茶

会
・
体
験
コ
ー

ナ
ー
（
白
衣
試

着
・
車
い
す
試
乗

な
ど
）・
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

��������	�������������������	�����������
納税は便利な口座振替で！

減してしまうので、低温の場所で
保存するか茹でてラップにくる
み冷凍保存をしてください。

�メロン
�富良野では173ヘク
タールが作付されてい
ます（全道3位）。

�食べごろの目安は、花落ち部分
が柔らかくなって香ればOK。
�カルシウムが多く、体内の塩分
退治に効果があります。またアミ
ノ酸も豊富に含まれ、利尿効果や
二日酔いにも効果があります。
�少量で高いエネルギーを持っ
ているので、成人病や手術後に良
い果物として親しまれています。

なります。
�保存はラップに包み冷蔵庫に。
�生だけでなく、炒めたり、煮た
りすると外側の葉も捨てずに食
べられます。
�スイートコーン
�富良野では330ヘ
クタールが作付され
ています（全道5位）。
�でんぷん、カリウム、ビタミン
C・B1・B2、食物繊維などがバ
ランスよく含まれています。また
リノール酸が多く含まれ、動脈硬
化、便秘、むくみなどに効きます。
�収穫後数時間経つと糖分が半

８月の旬はレタス・
スイートコーン・メロン
�食材一口メモ
�レタス
�富良野では60ヘクタールが作
付されています。
�手に持った時に弾力があり、切
り口が大きすぎず、乾いてなく、
葉の緑が濃いもの、太い葉脈（外
葉の白い部分）が極端に飛び出し

ていないものを選び
ましょう。
�育ち過ぎて固く重
いものは、苦味が強く

地産地消　推進事業
■問い合わせ
農政課�３９-２３０９

お
待
ち
し
て
い
ま
す

看
護
専
門
学
校

第
９
回
学
校
祭

祭 り祭　り

看
護
専
門
学
校

 �
２
２
‐
５
５
１
０

中
央
保
育
所
 �
２
２
‐
２
５
３
３

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

保
育
所
開
放

育
児
相
談

育 児育　児

�
保
育
所
開
放

　

小
学
校
就
学
前
の
児
童
を
対
象
に

保
育
所
を
開
放
し
ま
す
。

◆
実
施
日
（　

月
〜
２
月
）

１０

毎
週
水
曜
日　

午
前　

時
〜　

時

１０

１１

（
月
１
回
程
度
の
利
用
回
数
を
め
ど

に
グ
ル
ー
プ
編
成
を
行
い
ま
す
）

◆
と
こ
ろ　

中
央
保
育
所

◆
対　

象　

小
学
校
就
学
前
の
児
童

と
保
護
者　
　

組
４０

◆
申
込
締
切　

８
月　

日�
ま
で

３０

�
育
児
相
談

　

電
話
や
面
接
に
よ
り
育
児
に
関
す

る
相
談
を
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。

◆
相
談
日　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

午

前　

時
〜
午
後
３
時

１０
◆
と
こ
ろ　

中
央
保
育
所

◆
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
の

受
付

・
電
話　

２
２
‐
０
８
１
１

・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
２
‐
２
５
３
３

・
Ｅ
メ
ー
ル

jidoh-chuoh@
city

            
    .  furan

     o  .  h  

okkaido

       .  jp   

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

健 康健　康

保
健
課
 �
３
９
‐
２
2
0
0

日
程
が
変
わ
り
ま
し
た

歯
科
検
診

フ
ッ
化
物
塗
布

◆
テ
ー
マ
「
S
U
N
S
H
I
N
E
」

て
ら
そ
う
！
私
達
の
未
来
を�

◆
と　

き　

９
月
１
日�

いじめ・体罰追放月間
　お気軽にご相談ください。

いじめ・体罰特設相談所
　�０１６６－５３－３９４３（直通）

いじめ・体罰110番
　�０１６６－５３－７８３８（直通）

旭川地方法務局人権擁護課



22広報ふらの　２００２.８

　

墓
地
へ
の
車
の
乗
り
入
れ
は
控
え
ま
し
ょ
う

　

墓
石
の
破
損
に
関
す
る
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
車
両
に
よ
る
接
触
が

原
因
と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
当
て
逃

げ
の
よ
う
で
す
。

　

各
墓
地
の
通
路
は
、
す
れ
違
い
は
も
ち
ろ
ん
右
左
折
や
転
回
時
も
ぎ
り

ぎ
り
の
状
態
で
大
変
危
険
で
す
。
ま
た
、
通
路
で
の
駐

車
は
他
の
墓
地
利
用
者
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
に
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

�
墓
地
敷
地
内
へ
の
車
両
乗
り
入
れ
は
控
え
る
。

�
誤
っ
て
墓
石
な
ど
に
被
害
を
与
え
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
墓
地
管
理
人

か
、
市
役
所
へ
直
ち
に
連
絡
す
る
。

�
熊
出
没
の
原
因
に
も
な
る
供
え
物
や
ご
み
は
必
ず
持
ち
か
え
る
。

     　

環
境
生
活
課　
�
３
９
‐
２
３
１
９　

乗って守ろう根室本線・富良野線

　

母
子
家
庭
な
ど
に
対
し
て
支
給
さ

れ
て
い
る
児
童
扶
養
手
当
制
度
が
８

月
か
ら
改
正
に
な
り
ま
す
。

　

支
給
額
を
決
め
る
受
給
者
の
所
得

の
基
準
が
変
わ
り
、
こ
れ
ま
で
２
段

階
だ
っ
た
支
給
額
が
細
か
く
設
定
さ

れ
ま
す
。
ま
た
養
育
費
の
一
部
が
所

得
と
し
て
加
算
さ
れ
ま
す
。。

◆
支
給
対
象
者　

母
子
家
庭
な
ど

で
、
児
童
が　

歳
に
達
し
た
最
初
の

１８

３
月　

日
ま
で
児
童
を
監
護
し
て
い

３１

る
母
、
ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
。

◆
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
手
当
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

①
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
と
き

②
公
的
年
金
や
労
働
基
準
法
な
ど
の

��������
����������������
������������
������

�必要なもの�
印かん・預金通帳・戸
籍謄本・住民票謄本

来
受
け
取
る
年
金
が
減
額
さ
れ

た
り
、
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
病
気
や
ケ

ガ
な
ど
で
障
害
の
状
態
に
な
っ

た
場
合
に
支
給
さ
れ
る
障
害
基

礎
年
金
や
、
一
家
の
働
き
手
が

亡
く
な
っ
た
場
合
に
残
さ
れ
た

遺
族
に
支
給
さ
れ
る
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
安
心
し
て
老

後
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
毎
月

き
ち
ん
と
保
険
料
を
納
め
ま

し
ょ
う
。

　

納
付
が
困
難
な
方
に
は
保
険

料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
が

所
得
に
よ
る
基
準
が
あ
り
ま
す

の
で
係
に
ご
相
談
下
さ
い
。

問 市民課国保年金係　�39-2301

　

保
険
料
は
国
か
ら
送
付
さ
れ
る

納
付
書
で
各
金
融
機
関
や
郵
便
局

で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
、
便
利
な
口
座
振
替
も

あ
り
ま
す
。
納
付
期
限
は
翌
月
の

月
末
で
す
。
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
将

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

児
童
家
庭
課
 �
３
９
‐
２
２
２
３

８
月
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す

児
童
扶
養
手
当
制
度

手 当手　当

警
察
署
 �
２
２
‐
０
１
１
０

気
を
つ
け
よ
う

観
光
・
行
楽
期
の

交
通
事
故
防
止

注 意注　意

ず
止
ま
り
ま
し
ょ
う
。

③
止
ま
っ
て
い
る
車
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

④
子
ど
も
や
自
転
車
の
飛
び
出
し
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
歩
行
者
・
自
転
車
は

①
信
号
が
「
青
」
に
な
っ
て
か
ら
横

断
し
ま
し
ょ
う
。

②
夜
間
は
目
立
つ
よ
う
に
夜
光
反
射

材
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

緊
急
の
事
件
・
事
故
は
「
１
１
０
番
」

文
化
会
館 �

２
３
‐
３
５
４
５

こ
ど
も
芸
術
劇
場

「
山
椒
太
夫
」

演 劇演　劇

◆
日
時
・
開
演
時
間

８
月　

日�
（
２
回
公
演
）

３０

①
開
演
午
前　

時（
開
場
９
時　

分
）

１０

１５

②
開
演
午
後
１
時（
開
場　

時　

分
）

１２

１５

◆
と
こ
ろ　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

◆
入
場
料　

３
０
０
円

※
こ
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
創
造
性
と

健
全
育
成
を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
す

が
、
一
般
の
方
も
入
場
で
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
鑑
賞
し
ま
せ

ん
か
。

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

昨
年
８
月
の
管
内
で
の
死
亡
交
通

事
故
は
４
件
で
、
６
名
の
方
が
事
故

の
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
い

旅
行
や
ド
ラ
イ
ブ
で
の
事
故
を
防
ぐ

た
め
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

◇
運
転
者
は

①
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

②
一
時
停
止
の
あ
る
交
差
点
で
は
必

規
定
に
よ
る
遺
族
補
償
を
受
け
て
い

る
と
き

③
父
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
の
加

算
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
と
き

④
児
童
福
祉
施
設
ま
た
は
里
親
に
養

育
さ
れ
て
い
る
と
き

⑤
母
の
配
偶
者（
内
縁
関
係
を
含
む
）

に
養
育
さ
れ
て
い
る
と
き

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

平
成　

年
か
ら　

年
計
画
で
整
備

１０

１０

し
て
い
る
山
部
市
街
地
の
下
水
道
は

一
部
区
域
が　

月
1
日
か
ら
共
用
開

10

始
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
処
理
場
の
機
械
、
電
気
の

工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
試
運

転
の
開
始
に
合
わ
せ
て
各
家
庭
の
雑

排
水
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
の
改
造
接

続
が
お
盆
以
降
か
ら
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
接
続
を
お
急
ぎ
の
方
は

今
か
ら
指
定
業
者
を
通
じ
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。　

　

水
洗
化
な
ど
の
工
事
に
は
富
良
野

地
区
と
同
じ
く
、
補
助
金
制
度
ま
た

は
無
利
子
の
貸
付
制
度
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

○
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

接
続
は
お
盆
以
降
か
ら

山
部
下
水
道

下水道下水道

下
水
道
課�

3
9
‐
２
３
１
８
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��������	����������� お買い物は富良野市内で

前年(円)
同月価格

(％)
対前月比

(円)
前月価格

本月価格　(円)　
単位規 格 銘 柄 品   名

平　均安　値高　値

12.773.628.821.213.539.8100�は く さ い

325.1104.9332.7348.9134.2609.０100�赤 身 （ 刺 身 用 ）ま ぐ ろ

177.383.7194.9163.189.3209.2100�肩ローススライス豚 肉

195.1100.2194.4194.8144.9207.91�店 頭 売 紙 容 器 入牛 乳

4,829.8101.4５,146.0５,217.14,179.0５,922.010�府 県 産 米米

165.9102.4164.0167.9105.0２１０.01袋普通品6枚スライス食 パ ン

410.097.4401.9391.5207.9577.55箱紙 箱 入 りティッシュペーパー

553.299.2465.1461.5365.4627.91箱濃縮1 . 5�箱入り洗 濯 洗 剤

48.199.842.642.540.045.21�白灯油（ローリー）灯 油

3,976.898.64,101.14,042.13,550.04,751.25�体 積 買 いプロパンガス

109.996.0107.4103.294.5109.21�レ ギ ュ ラ ーガ ソ リ ン

160.198.2159.1156.3136.5210.01枚ワ イ シ ャ ツクリーニング

消費生活
モニターが毎月
調査しています。

問い合わせ問い合わせ
環境生活課環境生活課
��39～231939～2319

�����7月

　日常の消費生活の苦情や相談を受け付
けています。悩んだり、あきらめたりし
ないで、おかしいと思ったら相談してく
ださい。

日　時　月～金曜日　午前１０時～午後３時
場　所　市役所消費生活相談室（１階）
　　　　　　�３９～２３１９内線２９０５　
相談員　北海道消費生活コンサルタント

相談

息子が多額の借金をかかえてしまい借金を返済　息子が多額の借金をかかえてしまい借金を返済
できなくなってしまった。この場合息子に代わってできなくなってしまった。この場合息子に代わって
親が支払わなければならないのだろうか。親が支払わなければならないのだろうか。

子が未成年でないかぎり、その両親には子の借金　子が未成年でないかぎり、その両親には子の借金
の支払い義務はありません。ただし、その子の連帯の支払い義務はありません。ただし、その子の連帯
保証人になっている場合は、支払い義務が生じます保証人になっている場合は、支払い義務が生じます
ので注意してください。ので注意してください。
業者の中には、支払い義務がないにもかかわら　業者の中には、支払い義務がないにもかかわら
ず、親としての道義的責任を追及し、支払いを求めず、親としての道義的責任を追及し、支払いを求め
るところもありますが、これは違反となる行為でるところもありますが、これは違反となる行為で
す。本人の更生のためにもき然とした態度で支払いす。本人の更生のためにもき然とした態度で支払い
を拒絶するべきでしょう。しかし、こういったケーを拒絶するべきでしょう。しかし、こういったケー
スで多いのが、親が子のためを思い、借入金を返済スで多いのが、親が子のためを思い、借入金を返済
してしまうことです。これは業者にとっては最も都してしまうことです。これは業者にとっては最も都
合のよい客になると考えられます。返済後もダイレ合のよい客になると考えられます。返済後もダイレ
クトメールなどによって、融資の勧誘が増える例もクトメールなどによって、融資の勧誘が増える例も
ありますし、両親が何度も援助したにもかかわらありますし、両親が何度も援助したにもかかわら
ず、2度3度同じ過ちを繰り返し、両親の支払い能力ず、2度3度同じ過ちを繰り返し、両親の支払い能力
がなくなった後にやむなく破産手続をするというがなくなった後にやむなく破産手続をするという
例も見受けられます。子の借金だからといって安易例も見受けられます。子の借金だからといって安易
に親が助けてしまうのは、その子のためにならず、に親が助けてしまうのは、その子のためにならず、
かえって逆効果なのかもしれません。かえって逆効果なのかもしれません。

息子の借金、息子の借金、
親が支払わなければいけないの？親が支払わなければいけないの？

捨てる前にちょっと考えてみま捨てる前にちょっと考えてみませせ
んか。あなたのいらなくなった物んか。あなたのいらなくなった物
を必要としている方がいまを必要としている方がいます。す。
■登録・希望は随時受け付けます。■登録・希望は随時受け付けます。
■希望する品物で譲渡人、譲受人の希望が一致した■希望する品物で譲渡人、譲受人の希望が一致した
場合は担当係から連絡します。　場合は担当係から連絡します。
■登録期間は6カ月です■登録期間は6カ月です。。                         
 問問 環境環境生活課生活課  ��39～23１９39～23１９

�子供用自転車（２２インチ）�室内用
子供自転車�ベビーふとん�振圧針
�子犬�犬小屋（１４０×140×１６３）　　

　　　　　�掃除機

�車椅子�スクーター（５０cc）
�東中学校用女子制服�碁
盤、碁石、将棋盤�電子ピア

ノ�冷蔵庫（３ドア）�ファクス�ピアノ用椅子�溝
きりカッター�子守帯�マザーズバック�ベビーカー
�クラリネット

譲ります

譲ってください

“富良野断層帯”の調査が始まります
○活断層とは？
　過去数十万年の間に繰り返し動いてきて、将来も活動する

ことが予測される断層をいいます。断層が動くことによって

地震などの自然災害が起こるのです。１９９５年の阪神淡路大震

災は活断層の動きによって起きた地震です。そして富良野盆

地にも活断層の可能性が高い地形があり“富良野断層帯”と

呼ばれています。

○どんな調査をするの？
　平成１４～１５年の２年間で、富良野市、中富良野町、南富良

野町で現地調査を行います。活断層調査の主な内容は畑地の

周りのがけや林・沢などに立ち入り、地層などを調べたり（地

表調査）、道路などで小型機械を使った調査（地震調査・重力

調査）を行う場合があります。また活断層の近くでボーリン

グ調査やトレンチ調査（地面に深さ数メートルの溝を掘る調

査）を行います。これらの調査については、事前に調査員が

予定地の地権者と作業内容について協議します。

　この調査により、どこに活断層があるのか、将来いつどれ

くらいの大きさの地震が起こるのかなどを予測することがで

きます。将来起こる可能性がある地震に備えるためにも住民

の方のご協力をお願いします。

問い合わせ
北海道防災消防課　　　　　　　　　　　�０１１－２３１－４１１１
北海道立地質研究所地域地質部　　　　　�０１１－７４７－２４２０
ホームページ　http://www.gsh.pref.hokkaido.jp/
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Ｘ
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３
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■
今
月
号
の
特
集
「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」
は
、
博
物
館

か
ら
公
民
館
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
ま
で
各
種
施
設
が
併
設
さ

れ
内
容
は
盛
り
沢
山
。市
民
の
生
涯
に
わ
た
る
学
習
活
動
、

ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
多
く
の
市
民
の
利
用
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
私
自
身
も
一
念
発
起
し
て
何
か
を
学
ん
で

み
よ
う
か
と
思
う
ほ
ど
の
す
ば
ら
し
い
施
設
で
す
。（
ま
）

■
フ
ジ
テ
レ
ビ　

時
間
テ
レ
ビ
に
出
演
し
ま
し
た
。
と

２７

い
っ
て
も
エ
キ
ス
ト
ラ
、「
石
の
家
」
の
草
刈
り
シ
ー
ン
の

中
継
で
し
た
。
映
っ
た
の
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
一
瞬
。
そ

れ
で
も
西
脇
か
ら
電
話
や
メ
ー
ル
で「
テ
レ
ビ
観
た
で
〜
」

と
反
響
が
。
う
れ
し
い
や
ら
恥
ず
か
し
い
や
ら
。
思
わ
ぬ

か
た
ち
で
元
気
な
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
で
ま
し
た
。（
と
）

■
暑
い
日
が
続
く
と
飲
み
物
の
量
が
増
え
て
し
ま
い
、
ふ

と
気
づ
く
と
自
分
の
お
腹
が
ど
ん
ど
ん�
へ
そ
祭
り
向
き�

に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
飲
み
物
を
買
う
と

き
、
ラ
ベ
ル
に
あ
る
「
ダ
イ
エ
ッ
ト
」「
無
糖
」
の
文
字
が

気
に
な
っ
て
つ
い
つ
い
そ
ち
ら
に
手
が
…
（
夜
の
ビ
ー
ル

を
減
ら
せ
ば
い
い
の
は
わ
か
っ
て
い
る
の
で
す
が
）。（
か
）

■
遊
ん
で
い
た
ら
雨
が
降
っ
て
き
た
よ
。
ふ
き
の
葉
っ
ぱ
の

傘
さ
し
て
か
わ
い
い
ト
ト
ロ
の
で
き
あ
が
り
▽
評　

子
ど
も

達
の
元
気
の
よ
い
表
情
と
自
然
の
笑
顔
を
見
事
に
と
ら
え
、

画
面
構
成
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
よ
い
作
品
で
す
。（
杉
）
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１4年６月末（前月比）

(-1)２5,８９６人　 口

（５）２１,６７７富良野

（３）  ２,７３０山　部

（‐9） １,４８９東　山

（６）１０,4９９世 帯

（５）９,００９富良野

（１）１,０５８山　部

（０）４３２東　山

広
報
ふ
ら
の
２００２

・
8
491

明治末期の下富良野駅前（正面が駅、右側に清水旅館）

平成１５年、富良野市は開庁から１００年の年を迎えます平成１５年、富良野市は開庁から１００年の年を迎えます

先人に感謝し記念すべき年を祝いましょう
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